
〔国際会議発表〕

発 表 研 究者
北陸先端科学技術大学院大学
情報科学研究科 博士後期課程 TRAN Thang Thanh (トラン タン タン) 2042110

参 加 会 議 IEEE International Conference on Image Processing

出 張 期 間 2014 年 10月 26日〜10月 31日

開 催 場 所 フランス パリ

発 表 論 文 Automatic Extraction of Semantic Feature for Real-time Action Recognition using Depth

Architecture networks

｢深層ネットを用いた実時間動作認識のための語義特徴の自動抽出」

概 要：

動作認識とは，カメラなどセンサーにより収集された人間の動作を理解し，次の動作を予測することであ

る。映像監視システム，アニメーション制作，ゲーミング及び機械やロボットの自動制御に欠かせない基盤

技術の一つである。本発表では，動作認識の精度を改善するために，分離度の高い特徴を抽出する手法を提

案した。この手法には主に二点の特色がある。第一に特徴の分離度のみを重視するのではなく，語義上で意

味のある特徴 (例：左手が身体平面の前方にある) の母集合から分離度の高い特徴を抽出すること。その結

果，小さいデータセットで起きやすい過学習が抑えられ，汎化性の高い特徴が得られる。第二に深層ネット

を用いることで，動作の特徴に関する知識が階層的にまとめられる。それにより，特徴の比較や計算が高速

化され，動作認識が実時間で実現できる。提案手法は審査員に高く評価され，口頭発表として採択された。

より良いサービスを提供する為には，機械が人間の動作を正しく認識し，適切に対応しなければならない。

視覚情報による動作認識は，非接触で被撮影者に不自由さを与えず，撮影環境に対する要求が低いなどの利

点が挙げられる。他方では，頑健・効率的手法実現にはまだ幾つかの課題がある。我々は動作認識に有意義

な特徴を抽出する手法を提案したが，実用化までには引き続き改良が必要である。今回の会議に参加したこ

とにより，同分野の研究者と深く交流し，有用なコメントを集め，動作認識分野の最新の進展を把握するこ

とができた。
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インフォームドモノラル音源分離のための音楽事前情報付き調波時間因子分解法

概 要：

当該会議は，音楽に関わる情報処理および信号処理の研究者が一堂に会する音楽情報処理のトップ会議の

一つであり，音楽情報検索のコンテストであるMusic Information Retrieval Evaluation eXchange (MIREX)

も最終日に開催される。人間は混在する複数の音の中で個々の音源を聴き分けることができる。この能力を

計算機で実現できれば，音メディアの検索・推薦など人々の生活を豊かにするシステムの基礎技術となりう

る。そのため，我々はこの実現に必要なモノラル音楽音響信号から各音源の音響信号への分離 (音源分離)

に取り組んできた。この会議への参加目的および意義は，1 ) 人間の聴覚機能に着目したアプローチとスパー

ス信号表現に基づくアプローチの利点を兼ね備えた提案法を多くの研究者に紹介し議論すること，2 ) 最新の

音楽情報処理や信号処理の研究動向を探ること，3 ) 来年度の博士号取得に向けの発表実績を積むこと，の 3

つである。

当会議への参加者は去年よりも大幅に多かった。私自身の発表はシングルトラックのオーラルセッション

で行われたため，多くの研究者に提案法を紹介することができた。また，質疑の時間は短かったものの海外

の研究者から質問を受けたことから，国外の研究者にも興味を持っていただけたようである。また，発表後

に数人から質問やコメントをいただき有意義な議論ができたことも成果である。また，以前に我々が提案し

た手法と類似した研究が紹介されていたり，今後の研究でも利用できる大規模データベースの情報が公開さ

れており，情報収集としても有意義な会議であった。MIREXでも提出された手法についてポスター発表があ

り，それぞれのタスクについて性能やアプローチを調査できた。
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